
 日時  
 

場所  de愛ひろば教養室 / オンライン

2021年12月11日（土）
17時 30分～19時 00分

 
参加者 16名　※指定管理者含む 

トピックス 2

2021年最後の市民活動部会では、
くさねっこクルーの活動について検
討しました。また、来年度の市民活
動部会のあり方について意見交換し
ました。

～本日のプログラム～
１　各活動部会の報告
２　これからのプログラムの予定
３　くさねっこクルーの活動費に
　　ついて（大西さん）
４　市民活動部会のあり方に
　　ついて
５　区間6について（草津市）

これからのプログラムの予定

　事業者活動部会：10日に区間２のネットワーク会議がありました。山田・笠
縫学区のまちづくりに関して話し合いました。
　緑の活動部会：グラッシーと指定管理者で協力してよりよいガーデンにして
いくための体制をつくり、活動を進めています。湖南農業高校はコロナで十分
な活動ができていないため、先生と話し合いながら進め方を検討しています。

発行日：2022 年 1月 7日（金）

草津川跡地公園市民活動部会

　指定管理者自主事業：バラ園をつくるクラウドファンディングの募集が11月
末に終了しました。みなさまのご協力もあり、100名を超える支援、135万
3000円の支援金が集まりました。これからバラ園づくりに着手していきます。

各活動部会の報告トピックス 1

くさねっこプログラムカレンダーはこちら！10月からプログラム
を再開しました。12月は16のプログラムが展開されます。
くさねっこカレッジについて
12月11日（土）14:00から、くさねっこカレッジ第3回「公園
の植栽を知る」を開催しました。草津川跡地公園所長の池
田拓朗さんを講師にお呼びし、公園の樹木について教えて
ていただきました。その後、実際に公園を歩いて樹木を観
察し、プログラムアイデアを考えました。



トピックス３

「くさねっこ」は、草津川跡地公園で活動する市
民活動の愛称です。川の跡地にまかれた市民活動
の種が芽吹き、草が根を張るように、つながりが
広がってほしいという想いがこめられています。

「くさねっこ」とは

1月・2月のスケジュール

日時：2022年1月8日（土）14:00~16:00
場所：de愛ひろば教養室
内容：公園の｢ファニチャー｣を知る
講師：山田匡さん
 （ランドスケープアーキテクト／樹木医／公園管理運営士）

くさねっこカレッジ #4

日時：2021年2月12日（土）14:00~16:00
場所：de愛ひろば教養室
内容：公園の｢花｣を知る
講師：池田拓朗さん （草津川跡地公園所長）

くさねっこカレッジ #5

くさねっこクルーについて

発行
草津川跡地公園マネジメントパートナーズ
市民活動コーディネーター

MAIL：kusanekko@studio-l.org　TEL ：077-562-5010

〒525-0032 滋賀県草津市大路2丁目4番11号
草津川跡地公園de愛ひろば にぎわい活動棟　

日時：2022年1月8日（土）・2月12日（土）
　　　17:30~19:00
場所：de愛ひろば教養室・オンライン

市民活動部会（1月・2月）

メンバーの大西さんより、くさねっこの活動をサポートをする「くさねっこクルー」のこれからの活動に関して、相談がありま
した。

くさねっこDAYのプログラムで使用する備品を置く場所が公園内にほしいとの意見がありました。そこで、くさねっこ倉庫に
「チームメンバーが使えるスペース」を、倉庫の空き具合に応じて検討していきます。

トピックス４ 市民活動部会のあり方について
これからの市民活動部会のあり方について意見交換しました。新しく活動をはじめたパフォーマーやチームメンバーなどから
運営に興味があるメンバーを募集し、部会に参加できるしくみを考えていきます。

任期制について
・学校の先生や学生
・幼稚園の先生や介護の現場で働く人など、これまであま
り関わりがなかった職業の人に関わってもらいたい
・障がいを持った人にも活動に入ってもらいたい

意見を踏まえ、次回以降、メンバーを募集するための要項
案を作成し、協議していきます。

部会への参加を呼びかけたい人

トピックス５ 区間６について（草津市より）

来年度から区間６の整備がはじまる予定です。区間6の設計には、区間2や区間5で取り組んだ結果や課題を取り込みながら進め
ていきたいと考えています。今後、部会のみなさんからも意見をいただいて、設計に取り入れていきたいと思っています。

備品の保管場所について

活動費用について

プログラムの相談や活動に関するお問い合わせは
kusanekko@studio-l.orgまで

・新しいメンバーが入ってくることに賛成。
・引き継ぎしやすいような工夫が必要。例えば、1年に１
回メンバーの半数を入れ替えるなど、部会の流れがわか
るメンバーがいるかたちにする。

高校生フェスタの協賛金から、くさねっこクルーの活動で使用する消耗品を購入したいとの相談があ
り、部会で承認されました。
※高校生フェスタの活動費の使用については、その都度部会にて協議します。

くさねっこクルーの活動について
くさねっこクルーは、河村さん、木村さん、大西さんの3名から発足しました。11月のくさねっこDAY
からチームメンバーの企画として、プログラムを展開しています。「コーヒーを通じて市民の交流を
はかる」「草津川跡地公園の魅力を知ってもらうこと」という思いを持って、活動をしています。

※任期ごとに部会への参加希望をとり、引き続き部会に
参加したいメンバーは、継続して参加できるようにし
ていく。


